
特集！ジェンダー
あなたは、どう思いますか？

★男と女のライフ・カレッジ
★男女共同参画社会基本法
★成田市女性政策推進員

さざなみとは、細やかにたつ波、さざれ波、小波、

水面に揺れ動く細やかな波の広がりが、大きな波となって伝わる様に、この冊子の

メッセージが、成田市民の中へさざなみのように広がることを願って。

～ともに生き ともに築く社会の実現に向けて～
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家
庭
生
活
の
中
に
も「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」は
潜
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
場
面
を
あ
ら
わ
す
小
話
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
に
つ
い
て
考
え
る
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

結
婚
間
近
な
山
田
Ａ
男
と
佐
藤
Ｂ
子
で
す
。

Ａ
男
「
い
よ
い
よ
結
婚
だ
ね
。
よ
ろ
し
く
、
山
田

Ｂ
子
さ
ん
。」

Ｂ
子
「
佐
藤
Ｂ
子
じ
ゃ
、
い
け
な
い
か
し
ら
？
」

Ａ
男
「
当
た
り
前
だ
ろ
う
。
ち
ゃ
ん
と
籍
入
れ
よ

う
よ
。」

Ｂ
子
「
勿
論
、
婚
姻
届
は
出
す
わ
よ
。
佐
藤
Ａ
男
、

佐
藤
Ｂ
子
で
。」

Ａ
男
「
今
頃
何
言
っ
て
ん
だ
よ
。
結
婚
し
た
ら
、

山
田
に
な
る
の
が
当
た
り
前
だ
ろ
う
。」

冬
彦
（
成
田
市
在
住
）
と
春
香
（
横
浜
市
在
住
）

は
そ
ろ
そ
ろ
結
婚
を
考
え
て
い
ま
す
。

冬
彦
「
お
袋
、
別
居
で
良
い
っ
て
言
っ
て
く
れ
た

か
ら
ア
パ
ー
ト
探
さ
な
い
と
。」

春
香
「
そ
れ
な
ん
だ
け
ど
、
お
互
い
の
通
勤
を
考

え
る
と
、
東
京
で
探
し
ま
し
ょ
う
。」

冬
彦
「
え
っ
、
成
田
だ
よ
。
結
婚
し
た
ら
、
仕
事

辞
め
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
」

ラ
ブ
リ
ー
な
花
子
と
太
郎
は
結
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
で

す
。
太
郎
の
両
親
が
、
来
週
の
土
曜
日
に
泊
ま
り

に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
人
は
準
備
の
た

め
の
相
談
を
し
、
買
い
物
は
二
人
で
出
か
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
掃
除
も
二
人
で
や
り
ま
し
た
。

太
郎
「
や
れ
や
れ
、
あ
と
は
当
日
だ
け
だ
ね
。
花

ち
ゃ
ん
、
ご
馳
走
よ
ろ
し
く
ね
。」

花
子
「
え
ー
っ
、
二
人
で
、
じ
ゃ
な
い
の
？
」

お
料
理
の
苦
手
な
花
子
は
、
暗
〜
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

一
美
と
二
郎
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
と
て
も
仲

の
良
い
双
子
で
す
。
今
日
も
、
朝
か
ら
大
好
き
な

ブ
ロ
ッ
ク
で
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
最
後
の
一
つ
を
取
り
合
う
ケ
ン
カ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
叩
き
合
い
に
な
り
、
つ
い
に
片

方
が
泣
き
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
時
で
す
。

母
「
二
郎
、
男
の
子
で
し
ょ
う
！
泣
く
の
は
や
め

な
さ
い
。
女
の
子
み
た
い
よ
。
一
美
、
女
の

子
な
ん
だ
か
ら
乱
暴
は
い
け
ま
せ
ん
！
」

男
は
た
く
ま
し
く
、
女
は
か
わ
い
く
、
で
す
か
？

小
野
「
石
井
さ
ん
の
奥
様
、
お
身
体
の
具
合
は
い

か
が
で
す
か
？
」

石
井
「
は
ぁ
？
元
気
で
す
が
、
何
故
で
す
か
？
」

小
野
「
近
頃
、
ご
主
人
が
毎
朝
洗
濯
物
を
干
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
・
・
」

石
井
「
あ
ら
、
う
ち
で
は
夫
の
役
割
な
ん
で
す
よ
、

洗
濯
は
。」

五
十
代
半
ば
の
愛
子
（
パ
ー
ト
勤
務
）
と
晴
司

（
会
社
員
）
は
、
長
男
（
会
社
員
）
長
女
（
大
学

生
）
の
四
人
暮
ら
し
で
す
。
愛
子
は
明
日
か
ら
一

泊
二
日
の
予
定
で
、
高
校
の
同
窓
会
に
出
席
す
る

た
め
に
、
福
島
の
岳
温
泉
へ
出
掛
け
ま
す
。
二
日

間
留
守
に
す
る
の
で
、
あ
れ
こ
れ
と
忙
し
い
前
日

で
す
。

愛
子
「
岳
温
泉
へ
い
っ
て
来
る
か
ら
ね
。
同
窓
会

が
あ
る
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
う
。」

長
男
「
あ
あ
、
わ
か
っ
た
。
楽
し
ん
で
く
れ
ば
。

で
、
僕
達
の
明
日
の
晩
ご
飯
は
？
」

愛
子
「
チ
ン
す
れ
ば
い
い
よ
う
に
、
作
っ
て
お
く

わ
。」

晴
司
「
明
後
日
の
帰
り
は
、
何
時
頃
に
な
る
ん
だ
？

晩
飯
は
？
嫌
だ
よ
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
食

事
の
支
度
す
る
な
ん
て
。」

愛
子
「
そ
ん
な
に
遅
く
な
り
ま
せ
ん
よ
。」

愛
子
は
心
の
中
で
（
私
は
、
毎
日
仕
事
か
ら
帰
っ

て
夕
食
を
作
っ
て
い
る
の
に
。）
と
つ
ぶ
や
い
た
。



い
い
人
生
を
送
る
た
め
の
五
ケ
条

１
、
独
　
　
立
（
し
て
い
る
。）

２
、
参
　
　
加
（
し
て
い
る
。）

３
、
ケ
　
　
ア
（
が
さ
れ
て
い
る
。）

４
、
自
己
実
現
（
が
で
き
て
い
る
。）

５
、
尊
　
　
厳
（
が
守
ら
れ
て
い
る
。）

こ
れ
は
一
九
九
一
年
採
択
さ
れ
た
高
齢
者
の
た

め
の
国
連
原
則
で
す
。

い
い
人
生
と
は
一
人
一
人
違
っ
て
良
い
の
で
あ

っ
て
、
外
か
ら
は
決
め
ら
れ
な
い
。
各
々
が
希
望

を
失
わ
ず
、
め
ざ
す
も
の
に
一
歩
一
歩
近
づ
く
努

力
を
す
る
こ
と
が
「
い
い
人
生
」
な
の
で
す
。

雇
用
人
口
五
千
万
人
の
う
ち
四
割
を
女
性
が
占

め
、
今
や
女
性
の
力
な
く
し
て
は
日
本
社
会
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。

結
婚
、
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
た
い
、
復
帰
し

た
い
と
い
う
人
は
非
常
に
多
い
。
こ
こ
で
仕
事
と

家
庭
が
問
題
と
な
り
ま
す
が
、
育
児
休
業
、
介
護

休
業
を
と
る
の
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。
男
性
が
家
庭
生
活
を
分
担
し
な
け
れ
ば

女
性
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

21
世
紀
の
夫
と
妻
の
関
係
は
「
イ
コ
ー
ル
」、

人
生
を
分
か
ち
合
い
、
男
も
女
も
人
間
ら
し
く
生

き
る
社
会
。
21
世
紀
は
豊
か
さ
を
分
か
ち
合
う
社

会
で
す
。

女
性
は
ず
っ
と
社
会
の
底
辺
を
支
え
て
き
た
。

そ
の
仕
事
を
見
下
げ
た
意
味
で
な
く
、
社
会
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
が
、
既
存
の
価
値

観
で
は
底
辺
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、

既
存
の
社
会
で
は
一
番
大
事
な
こ
と
と
、
そ
う
で

な
い
も
の
と
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

大
事
な
こ
と
と
は
生
命
で
あ
る
。
生
命
よ
り
も

モ
ノ
が
大
事
に
さ
れ
て
き
た
。
生
命
を
生
み
出
す

女
性
が
下
に
お
か
れ
、
モ
ノ
を
生
む
男
性
が
上
に

お
か
れ
た
。

そ
れ
を
正
し
く
対
等
な
位
置
に
お
き
な
お
す
こ

と
で
世
界
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
が
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
論
の
目
ざ
す
と
こ
ろ
で
す
。

（
以
上
講
演
要
旨
抜
粋
）

「
男
も
女
も
い
い
人
生
」

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

増
田
　
れ
い
子

「
平
和
を
つ
く
る
も
の
は
…

歴
史
認
識
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

千
葉
大
学
教
授
　
若
桑
　
み
ど
り

男女がともに築く社会の実現に向けた�ともに認め合う意識づくり�のために、

今年度から新しくスタートした講演会で、平成11年９月25日、10月31日、11月

28日に開催されました。

男女は人生のパートナー、だからLife、ライフ・カレッジ です。

「
豊
か
な
21
世
紀
を

生
き
る
た
め
に
」

財
団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団

理
事
長

太
田
　
芳
枝

▲第１回目の「男と女のライフ・カレッジ」

� �
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「さざなみ」に関する皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
い
し
て
、
編
集
に
苦
労

し
ま
し
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
特
集

を
中
心
に
し
て
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
ま
れ

た
方
が
何
ら
か
の
こ
と
に
気
づ
き
、
考
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
講
演
の
際
に
は
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
た
ま
わ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
来
年
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編

集

後

記

嘘
っ
ぽ
く
な
く
怪
し
げ
で
な
い
本
当
の
男
女
平
等
・

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

角
田
　
純
子

新
た
な
始
ま
り
は
、
知
る
喜
び
に
劣
ら
ぬ
苦
行
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
脱
皮
へ
の
養
分
補
給
に
も
で
き
る
。

久
保
田
　
洋
子

こ
こ
に
至
る
「
歴
史
」
と
「
今
後
」
か
ら
、
お
互
い

の
尊
重
と
思
い
や
り
が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

今
野
　
仁
子

女
だ
か
ら
、
母
親
な
の
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
に
と
ら

わ
れ
ず
に
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
。

桜
井
　
和
子

男
性
も
女
性
も
一
人
一
人
が
、
人
権
を
尊
重
さ
れ
平

和
な
住
み
よ
い
成
田
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

滝
沢
　
和
子

ま
だ
ま
だ
男
性
の
社
会
進
出
が
大
勢
の
中
で
、
例
え

ば
市
役
所
内
も
管
理
職
に
女
性
の
登
用
を
。

原
　
　
坦

自
分
の
中
に
あ
っ
た
女
だ
か
ら
と
い
う
甘
え
を
な
く

し
、
何
事
も
正
面
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
田
　
優
子

私
の
人
生
の
主
役
は
私
で
す
。
今
日
よ
り
素
敵
な
明

日
の
為
に
、
努
力
し
ま
す
。
あ
き
ら
め
な
い
で
。

村
岡
　
美
穂
子

〜
推
進
員
の
ひ
と
こ
と
〜

（趣旨・目的）

男女共同参画社会とは、男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活

動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、

かつ、共に責任を担うべき社会である。

男女の人権が尊重され、かつ、少子高齢化等の社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある社会を実現するこ

とが緊要であり、男女共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進することが本基本法の目的である。

～条文より、一部抜粋～

（男女の人権の尊重）

第３条　男女共同参画社会の形成は、男女の個人としての尊厳が重んぜられること、男女が性別による差別的取扱い

を受けないこと、男女が個人として能力を発揮する機会が確保されることその他の男女の人権が尊重されることを

旨として、行われなければならない。

（家庭生活における活動と他の活動の両立）

第６条　男女共同参画社会の形成は、家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、家族の介

護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に果たし、かつ、当該活動以外の活動を

行うことができるようにすることを旨として、行われなければならない。

（国民の責務）

第10条　国民は、職域、学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野において、基本理念にのっとり、男女共同参

画社会の形成に寄与するように努めなければならない。

男女共同参画社会基本法

成
田
市
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
「
婦
人
総
合
計
画
」、

平
成
四
年
に
「
女
性
計
画
」
を
策
定
し
、
総
合
的
に

女
性
政
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
八
年
に
は

「
第
三
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
基
本
計
画
の
中
で
、

今
後
十
年
間
に
行
う
具
体
的
施
策
の
一
つ
に
「
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ
、
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
年
三
月
に
は

「
女
性
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
男
性
も
女
性
も
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
男
女
が
共
同
で
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
推
進
を
市
で
は
女
性

政
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
市
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
さ
ら
に
、「
市
民
の
声
」

を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
十
一
年
四
月
に
市
民
参
加
に
よ
る

女
性
政
策
の
推
進
を
図
る
目
的
で
、
女
性
政
策
推
進

員
制
度
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

〜
誕
生
ま
で
〜

〜
平
成
十
一
年
度
の
活
動
報
告
〜

�
ラ
イ
フ
・
カ
レ
ッ
ジ
開
催

（
平
成
十
一
年
九
月
・
十
月
・
十
一
月
）

�
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
・
ナ
リ
タ
開
催

（
平
成
十
二
年
二
月
）

�
女
性
問
題
情
報
紙「
さ
ざ
な
み
」企
画
お
よ
び
編
集

女
性
政
策
推
進
員
の
皆
様
が
、
一
年
間
の
活
動
を

通
し
て
、
情
報
紙
を
編
集
さ
れ
、
創
刊
号
の
発
行
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
様
に
「
さ
ざ
な
み
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
今
後
各
種
施
策
の
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
田
市
長
　
小
川
　
国
彦

「
発
行
に
あ
た
っ
て
」

「
女
性
政
策
推
進
員
」

＊
全
員
、
一
般
公
募
（
男
女
問
わ
ず
）

＊
任
期
は
、
二
年
間

＊
定
数
は
、
十
人
以
内

成
田
市
女
性
政
策
推
進
員
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